
「ダイキン工業の外部協創で拡げる空気の価値化」

2020年10月8日

日本不織布協会 フィルター部会分科会

テクノロジー・イノベーションセンター

戦略室 産官学連携担当 武田信明
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当社の沿革（1924～2005）
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大正13年（1924）：合資会社大阪金属工業所として創業
飛行機のエンジンを冷却する「ラジエーターチューブ」の製造からスタート。

冷媒フロンや業務用空調機を日本で初めて開発。その後の事業拡大で、総合空調メーカーに。

1924 19801940 1960

1990 20051995 2000

1999年
無給水加湿ルームエアコン

「うるるとさらら」発売

2004年
ストリーマ放電技術
実用化成功

1993年
空調監視システム
「エアネットサービスシステム」発売

1935年
冷媒用フロンの開発

1937年
フロン式冷凍機開発

日本初

1942年
フロン製造開始

1951年
パッケージエアコン発売

1958年
ルームエアコン事業進出

1975年
空気清浄機「光クリエール」発売

1982年

ビル用マルチエアコン発売

日本初 日本初

世界初 世界初

事
業
・
製
品

1937年
堺製作所を設立

1941年
淀川製作所を設立

1963年
堺製作所 金岡
工場を設立

1970年
滋賀製作所
を設立

1972年
ベルギーにダイキン
ヨーロッパ社設立

1990年
アジアの生産拠点
ダイキンインダストリーズ
タイランド社設立

1995年
上海に中国初の
生産拠点設立

1999年
松下電器産業（現：パナソニック）
とグローバル包括提携

拠
点
設
立

事
業
・
製
品

拠
点
設
立

★1994年
井上 礼之 社長就任

★2002年
井上社長が会長CEO就任



当社の沿革（2006～）
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2000年代よりグローバル展開を加速させ、事業規模を拡大。

2006 20152010

2006年
欧州でヒートポンプ式温水・給湯器
「ダイキンアルテルマ」発売

2012年
ルームエアコン
『うるさら７』を発売
新冷媒「Ｒ32」を採用

2015年

グローバル技術開発拠点
テクノロジー・イノベーション
センター（TIC）を大阪に設立

2007年
大手空調メーカー
OYLグループ買収

2008年
ドイツ暖房メーカー
ローテックス社買収

2008年
中国の大手空調メーカー

珠海格力電器と業務提携

2011年
トルコ空調メーカー
エアフェル社買収

2012年
米住宅空調メーカー
グッドマン社買収

2016年
米フィルタメーカー

フランダース社買収

2016年
伊冷凍・冷蔵機メーカー
ザノッティ社買収

2017年 米ヒューストンに当社
最大級の生産・研究開発拠点設立2009年

インドに生産拠点を設立

世界初

2019年
欧州の

冷凍・冷蔵メーカー
AHT社買収

2014年

冷房専用インバータ
エアコンをアジアで発売

拠
点
設
立

提
携
・M

&
A

2018年
ベトナムに生産拠点を設立

2019年
『risora custom style』
ルームエアコンを
好みの色に

事
業
・
製
品

★2011年
十河 政則 社長就任
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事業別売上高構成

油圧機器 酸素濃縮機

空調
89.6％

（20,529億円）

化学
8.0％

（1,831億円）

その他
2.4％
（545億円）

その他事業

空調事業

住宅用

商業用

商業用

化学事業

半導体用途

撥水撥油剤

自動車用途

売上高（2019/3月期）24,811億円

空調
89.6％

（22,230億円）

化学
8.0％

（1,984億円）

フィルタ
事業、他
2.4％
（595億円）
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業績推移
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12,911

（年度）

17,877
1,565

1,281

5,388
420

7,928

665

OYLｸﾞﾙｰﾌﾟ
買収

米住宅空調ﾒｰｶｰ
グッドマン社買収

リーマンショック

24,811

2,763

1994年から14期連続増益

経済環境が変化する中、大きな成長と発展を成し遂げた10年間
リーマンショック後、V字回復を遂げ、2010年から9期連続増収・増益

26,100

2,850
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数字で見るダイキンの成長
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<2001年度 ⇒2019年度>

売上高 5,388億円 ⇒ ２兆 ,6100 億円

従業員数 15,000人 ⇒ 79,183人(海外従業員比率83％)

事業展開 ６３ヵ国 ⇒ 150 カ国

生産拠点 ２３拠点 ⇒    86 拠点以上

海外事業比率 33%           ⇒ 78 %

時価総額 1兆2076億円 ⇒  4.7兆円（2019.12.13）

株価 1,960円 ⇒  １万6,225円（2019.12.13）

＊海外投資家の持ち株比率３４％
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世界各国での事業活動が急展開してきた2004年ごろか

ら、グローバルを見据えた研究開発のコア施設の必要性

を感じていました。

エアコンは、機械・電子・化学という異なる技術を融合

した製品にも関わらず、国内の開発拠点は3ヶ所に分散し

ており、日常的に密な打ち合わせをすることが難しい

状態だったからです。

その一方で、技術進歩がこれほど早い時代にはすべて自

前主義では対応できない、のではないかという危機感が

あり、社内外の知恵を糾合し、異業種・異分野のオンリ

ーワン技術を持つ様々な企業・大学・研究機関との連携

・提携、融合を通じて新たな価値を、オープンな環境で

作り上げる『協創』を技術開発の中心にするとの想いで

大型研究開発センターの設立検討に着手しました。

『協創』を軸とした
テクノロジー・イノベーションセンター構想

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved

出展；「人の力を信じて世界へ」

2011.6.2, 日本経済新聞出版社
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1）施設名：テクノロジー・イノベーションセンター

（Technology and Innovation Center）

2）総床面積：約5.8万㎡、6 階建て
3）所在地：大阪府摂津市（当社淀川製作所内）

4）投資額：約380億円（建屋、設備、周辺工事）
5）開 所：2015年 11月25日
6）人員数：700人規模

社内外の協創活動で、世界中の知識・情報・技術をとりいれた

“協創イノベーション” を実現する

Since 2015

社内協創をするワイガヤステージ 常時駐在できるフェロー室 世界最高レベルの“電波暗室”

テクノロジー・イノベーションセンターの設立

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 9
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７００人のオフィス
４Ｆ、５Ｆ

フューチャーラボ
６Ｆ

知の森
３Ｆ

実験棟

ＺＥＢ

大学

先生・教授

国際機関職員

エンドユーザー

サプライヤー

異業種

ベンダー

子会社

営業 営業
環境先進度No.1建築の実現

社外との協創の場、新たな価値作り・課題解決未来を創る場・新分野創作 社内との協創の場・部門の壁がない新しい風土

オフィスと行き来しやすく、協創の促進のために、関係が強い分野の実験室を固める

TIC建屋各フロアの「協創の場つくり」

世界中の多様な人材による協創イノベーションで『技術革新』 と 『価値創造』 を実現する

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights 

Reserved
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■社内外を巻き込んだ「フラット&スピード」

・侃侃諤諤→衆議独裁→一致団結して目標に邁進
・協創イノベーションの促進・加速

■ TIC × ダイキン淀川製作所

・地域に根差し、ホスピタリティ豊かな、「創業の地」

■研究・開発技術者、約700人を一体化 ⇒ 社内の協創

滋賀製作所（草津市）淀川製作所（摂津市）

堺製作所 金岡工場（堺市）
堺製作所 臨海工場（堺市）

電気電子系の
研究開発

機械系の研究開発

化学系の
研究開発

国内拠点からの機能・人材の一体化

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved
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ゼロエミッションビルディングの実証実験場としてのＴＩＣ

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights 

Reserved
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産学・産産連携 15％
＊主な協業先：NEC、古河、村田、

東大、阪大、理研等

◆今後取り組んでいきたいこと

・技術パートナーになり得るお客様をさらに呼び込む

・強み技術を持つ大学・企業との協創加速

・日本を代表し世界を変える若手経営者の呼び込み

ＴＩＣへの来場者の状況



2020年グループ年頭方針

「３つの協創」 を柱とした事業変革に挑む

「外部との協創」は個別的な協業・提携・連携ではなく、
双方の人材が深く交流し、渾然一体となって

開発テーマの創出から共に考え、
新たな価値を創造していく包括的な取り組み

顧客との協創 新しい商品・サービスの事業化

外部との協創 技術開発・商品開発の加速

グループ内の協創 組織の総合力の結集

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 14



目 次

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 15

１．ダイキン工業の経営・事業の概況

２．「協創イノベーション」を実現するための組織改革

～ テクノロジー・イノベーションセンター（ＴＩＣ）の設立 ～

３．「協創イノベーション」を実現するためのパラダイムシフト

４．ＴＩＣにおける「協創イノベーション」の具体的な取組み事例

５．空気の価値化「空気で答えを出す会社」



空気・環境・エネルギー分野の協創イノベーション

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 16



国・地域による空調方式の違い

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 17
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空調事業のグローバル開発体制

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved



リラクタンスＤＣモーター

リラクタンスＤＣ技術

ネオジウム磁石の２つのトルク
を活かし大幅な省エネを実現

空調分野のコア技術 ～ 要素技術の極限追及 ～

空気中や水中の熱を汲み上げ
冷暖房等に効率的に活用

太陽熱の汲み上げイメージ

ヒートポンプ技術

室温と設定温度の差に応じ
モーター回転数を自在に制御

エネルギー消費量比較

インバータ技術

冷媒の複雑な状態変化の
安定的なコントロールを実現

冷暖同時システムイメージ

冷媒制御技術

従来機の弱点と独自の「スイング機構」

圧縮機技術

独自のスイング機構で
高効率化

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 19



デジタル変革による空調プラットフォーム事業への挑戦

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 20

デジタル技術とライフサイエンスの融合で空気・空間価値創造を実現する。



自動車

・エンジン周りの部品
（燃料ホース/電線被覆など）

半導体

・ウェハーキャリア
・エッチング剤 など

化学プラント

・外装に塗る遮熱塗料
・チューブ、バルブなど

情報通信
電池・エネルギー

・指紋付着防止剤
・LAN電線 など

ＯＡ機器／家電

・ルームエアコン・冷媒
・複合機内部品 など

産業機械

・油圧機器シール材
・ロボット用電線 など

建築

・橋梁のﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾊﾟｯﾄﾞ
・テント膜材 など

生活用品

・調理器具フッ素塗料
・撥水撥油剤 など

フッ素化学製品が活用される分野

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved



探索システム探索システムコンセプト

冷媒～空調機器を扱うダイキンの強みを

活かした一気通貫のシミュレーション

世界唯一の、冷媒も製造する空調機器メーカーとして、温暖化係数が低く、

高効率・不燃の理想の次世代冷媒を持続的にAIを使って探索中

AIを駆使した先端材料開発（マテリアルインフォマティクス）

次世代冷媒探索 ～ フッ素化学分野 ～

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 22



時 間

A

顧
客
価
値

協創イノベーション
・「もの＋コトつくり」での新価値創造

・異分野との協創イノベーション
・デザイン思考、アート思考
・リーンスタートアップ
・ビジネスモデルドリブン

商品・技術の研究開発
・将来的に既存技術にとって代わる技術の開発
・コア技術革新のためのオープンイノベーション

競争のフィールド拡大により、事業構造の

パラダイムシフトが加速する。

新たな業態からのライバルが登場

例；ICT企業の室内空間制御事業への参入

「研究開発」から「協創イノベーション」へのパラダイムシフト

“モノつくり”領域における競争優位を維持し続けると同時に、

製品にシステム・サービスを加えて、新たな顧客価値の実現を目指す

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved

デジタル変革で急加速！

23



「研究開発」と「協創イノベーション」の違い

「研究開発」と「協創イノベーション」に違いを認識したマネジメントが必要

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved 24

研究開発 協創イノベーション

インプット 資金、人材 資金、人材、
外部技術・製品、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

アウトプット 新技術、新製品 新技術、新製品
社会価値、顧客価値、新事業

担う人材 研究者、開発技術者
専門家チーム
計画的育成

研究者、開発技術者
プロデューサー、マーケッター
商品・事業企画、営業など多様

プロセス 計画精度に拘る少産少死
リニアモデル

（ステージゲート方式、
ウォーターフォール型など）

仮説検証型の実行・実証重視
ハイサイクルな多産多死

（アジャイル、デザイン思考、
リンクドチェイン、事業ドリブンなど）

意思決定の要諦 リスク排除、完成度の追求 リスクテイク、失敗の許容

オープン・クローズ 自前主義＋若干の外部活用
基本的にはクローズ

外部協業が前提
知財戦略がさらに重要化



これまでの産学連携
（個対個対応型）
（課題解決型）
（理工系中心）

TICでの包括連携
（組織対応型）
（課題設定型）
（文理融合）

企業 大学

研究者 研究者
研究委託

課題解決

研究者 研究者
研究委託

課題解決

研究者 研究者
研究委託

課題解決

企業 大学

研究者 理学

開発者 工学

営業 社会学
ﾏｰｹｯﾀｰ
ｻｰﾋﾞｽﾏﾝ

・
・
・

経営学
哲学
・
・
・

①課題設定
（価値設定）

↓
②課題解決策

↓
③研究活動

顧客

産学連携のパラダイムシフト（１）

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved

個対個対応・課題解決型から、組織対応型・課題設定型の産学連携へ

部門の壁
の打破！

部局の壁
の打破！

25



問いから考える包括連携 （課題設定型）

「ＳＤＧｓ；健康な生活」 ⇒ 組織対組織で何ができるか！

⇒ 工学・理学・医学・経済学・倫理学・哲学・社会学の専門家が集って考える

⇒ ヘルスケア、調湿、換気、除菌・滅菌、医薬中間体、鮮度保持、・・・

「ＳＤＧｓ；持続可能なエネルギー」⇒ 組織対組織で何ができるか！

⇒ 工学・理学・医学・経済学・倫理学・哲学・社会学の専門家が集って考える

⇒ 再生可能エネルギー、地中熱利用、創エネルギー、・・・

⇒ スマートシティ、ＩＮＶの普及拡大、ＺＥＢ、省エネソリューシン、・・・

従来の産学共同研究 （課題解決型）

○空調機用圧縮機の摩擦損失を減らしたい
⇒ （潤滑設計の専門家に依頼） 新たな軸受形状を考案する
⇒ （潤滑油・添加剤の専門家に依頼） 潤滑油の添加剤を新規開発する
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課題解決型から課題設定型の協創イノベーションへ

産学連携のパラダイムシフト（２）
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グローバル産官学連携ネットワーク

「工学系は世界Ｎｏ．１」
○Ｒ＆Ｄセンター設置
○創新専門家委員会設置

・中国におけるIoT分野の動向調査

シリコンバレーテクノロジーオフィス設置

日 本

中 国

欧州の有力大学から探索・獲得
アーヘン工科大学など

欧 州

北 米

TIC
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大阪大学との「包括連携」

「情報科学分野での包括連携」と、空調事業・フッ素化学事業の

コア技術の共同研究を推進する「協働研究所」

「情報科学分野での包括連携」 【駐在者；25名】
【１】 情報技術分野の共同研究・委託研究プログラム

①情報化空間デザイン研究分野
②スマート工場研究分野
③マテリアルインフォマティクス研究分野

【２】 先導研究プログラム

【３】 学生研究プログラム

【４】 ダイキン情報技術大学

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved

第１回日本オープンイノベーション大賞

文部科学大臣賞を受賞！



ダイキン情報技術大学（阪大連携）

講義分類 講義内容
お名前

（上から講座順）

CS補講１ アルゴリズム、データ構造 長原 教授

CS補講２
「計算機システム、
ネットワーク、データベース」

伊達 准教授
長谷川 准教授
春本 教授
春本 教授

１．啓発講義
講義① 「デジタル変革とＡＩ」 栄藤 教授

講義② 「科学技術と社会」 岸本 教授

２．ＡＩ活用 入門編
オムニバス講義

①データマイニング 鷲尾 教授

②コンピュータビジョン 松下 教授

③異常検知 河原 准教授

④自然言語処理 チョ 特任助教

⑤音声対話システム 駒谷 教授

⑥オントロジー 古崎 准教授

⑦クラウド 下條 教授

３．ＡＩ活用 応用編

①知識情報学
福井 准教授
沼尾 教授

②画像処理
槇原 准教授
村松 准教授

４．リアル
コモンデータ演習

中島 准教授
マシュー 助教
新岡 准教授

■ダイキン工業
受講生：43名

事業企画部門：23名
R&D部門 ：20名

新入社員：100名

■大阪大学
講義頂いた先生：19名

＜2017年12月5日開講式＞

2020年度末までに700名（DILの8％）、2021年度末までに1000名（DILの13%）の育成を計画。
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東京大学・五神総長と、ダイキン工業・井上会長
2018年12月17日 東大／ダイキン 産学協創協定 共同記者会見

東京大学との「産学協創協定」

トップ同士の意気投合、信頼関係構築が基盤
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東大／ダイキン 産学協創協定の全体構図
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組織対組織の本格的な人材交流

○ 「Look東大」で350名以上のダイキンの技術幹部・技術者が東大を訪問し、
70名の先生方と技術議論。合わせて、東大・ダイキンのメンバーが集うラウ
ンドテーブルを7回実施。東大からは11の部局から25名の教員、ダイキンか
らは28名が参加。

○ ダイキンから19名が東大に駐在し、協創推進および研究テーマを探索。

○ SDGｓ、Society5.0の実現に向けた未来技術の社会実装を視野に入れ、「社
会連携講座」を含めた17件の共同研究テーマを立案。

○ 五神総長をはじめ9名の教職員の方がダイキンの米国拠点を視察。

○ ベンチャー協業では、310社をリストアップし、120社を訪問、うち20社に
ダイキンを訪問頂く。

○ FoundXにダイキンの技術者を4名派遣。ベンチャーマインドを学びつつ、ベ
ンチャー経営者との人脈を構築中。

○ グローバル･インターンシップでは241名の学生が応募。48名の学生がダイ
キンの海外拠点での活動に参画。

○ こうした活動を通じ、1年間で総計850名以上が協創を推進。
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異業種との協創イノベーション事例

知的生産性向上を実現する「未来のオフィス空間」づくり『CRESNECT』プロジェクト



世界中の研究機関・企業と協創イノベーションを加速

ＴＩＣのグローバル協創ネットワーク
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今後の課題 ～協創イノベーションの実現のために～

１．どんな産業のイノベーションにも、異分野との融合が必要である。

異分野とは、異業種企業であり、大学・国研であり、ベンチャー企業である。

２．単純に新技術を外部獲得して来るオープンイノベーションのみではなくパー

トナーと一緒にビジョンを創り、テーマを考える、「協創イノベーション」

の実現が益々重要になってきている。

３．協創イノベーションの実現のためには、「協創の難しさ」と「イノベーショ

ンの難しさ」の両方を克服しなければならない。

○「協創の難しさ」を克服する要諦は、人と人との信頼関係構築。トップ～ミ

ドル～現場の担当者までが、真に納得した組織対組織の包括連携が重要。

○協創イノベーションを担う人材は、「スキル・知識」と「人間力」の両面が

重要であり、特に「人間力」の寄与率が大きい。従って、「人間力」を重視

した抜擢型の人材育成が重要である。
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クリアフォースＺ

除加湿 ストリーマ空気清浄機

無給水・除加湿エアコン

◆ 涼しい さらさら

◆ 暖かい うるうる

◆ 臭くない

◆ 埃っぽくない

◆ 花粉がない

◆ エコ

おいしい

頭が冴える

認知症予防

健 康

懐かしい

よく眠れる

ホッとする
防虫

綺麗になる

ダイエット

心が和む
若返る

遊ぶ

今までなかった空気をつくる！

エアコンディショナーから、ヒューマン・コンディショナーへ



（ＮＥＣ・ＡＩ） ×（ ダイキン・空調）⇒  知的生産性の向上

異業種との協創イノベーション事例
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健康
快適

光

温度 湿度

音

空気
清浄度

気流

気圧

振動

臭い

色彩

感情

快・不快

脳波

表情

局所
温度

音声
汗

唾液

尿

心電
心拍

筋電

体動
呼吸

体重

体脂肪

生理量／非接触測定

関節痛

疲労

ストレス

室内環境因子

血圧

不眠

食欲
不振

冷え性

低体温

熱中症

自律神経

肥満 糖尿病

高血圧

成人病／メタボ

アレルギー感染症

免疫

老化

内分泌

筋電計

ＭＥＭＳ

体脂肪計

心電計

体動計

空気清浄機
ストリーマ

抗体フィルター

空調機
気流制御

空調機
快眠アルゴリズム

空調機
鍛錬アルゴリズム

空気清浄機
ストリーマ

ライフサイエンスによる
健康・快適な空気つくり
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健康・快適阻害要因



学習
効率

バイタルデータや
生理量などを測定

人にとっての価値を
阻害しているものを

コントロール

環境のパラメーターを操作

健康・快適な空気をつくる「ヒューマン・コンディショナー」

これまで、空気の温湿度などをコントロールしてきたが（エアコンディショニング）

今後は「よく眠れる空間」「知的生産性が向上する空間」「リラックスする空間」など実現する、

“ヒューマン・コンディショニング” を進めていきたい

健康
快適

最適な空間制御の
方法を見つけ出す

人の健康・快適と
空気との関わりを
さらに研究する

健康で快適な生活を実現する

Copyright (C) 2020 DAIKIN INDUSTRIES, ltd. All Rights Reserved



ご清聴ありがとうございました
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